
矢巾町企画財政課長 兼 未来戦略室長　 
博士（学術） 吉　岡　律　司 

「経営戦略」の方向性と策定にあたってのポイント



住  民

事務系職員

技術系職員

水道は出るのが当然

外部的要因

先立つ財源がない

内部的要因

納得いく水道システムを 
構築したい

内部的要因
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現状のまま諸計画に取り組んでも

現状の分析評価がされていないため 
何が課題なのか把握できない

課
題
？
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計画がプランプランしている状態

？

？
？

？

？



投資・財政計画策定までの流れと検討状況
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・政府の活動案
・問題解決の手法
・問題の解決と社会管理

政策というのは
みなさんが使う政策というのはどんな
意味ですか？
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問題（課題）とは、あるべき姿、目指す姿、目的と現状の差
問題意識・課題意識がなければ何も解決しない 

課題 問題

あるべき姿を達成したら、
どう社会が変わって行くのか

をデザインする

分かっているようで分かって
いない部分！ここがダメだと 
政策がダメになる（涙）

政策の考え方



単なる使用者（ユーザー）から 
所有者（オーナー）へ

適正な水道料金
水道料金を納得して支払う意思

安全で信頼される水道の供給

水道を起点に住みよい街づくりを 
考える機会の創出

目指している「地域で支える水道事業
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矢巾町で 
経営戦略が 
必要だった理由

どうやって 
基本理念を達成する

かの手段



質問です
あなたが担当している
仕事の目的はなんですか？



質問です
あなたが担当している 
仕事の成果はなんですか？



目的・手段の連鎖のイメージ

課長

課長補佐

係長

主任

主事



目的・手段の連鎖のイメージ

【施策】 
ブランドのバックを 
プレゼントする

  課長

課長補佐

係長

主任

主事

【基本事務事業】 
池袋で買う

【基本事務事業】 
新宿で買う

【事務事業】 
電車で行く

【事務事業】 
車で行く

【対応する業務】 
木曜日に買う

【政策】 
彼女を喜ばせる



課長

課長補佐

係長
主任

主事

戦略という言葉の具体的な共有が重要

矢巾町上水道職員と住民が有機的に連携しながら基本理念を実現するための経営戦略を策定す
ることを目的として、学識経験者及び水道サポーターで構成される検討会において協議を行い
とりまとめたものである。なお、本経営戦略は、総務省が策定を求める経営戦略の内容を網羅
するものであるとともに、矢巾町水道事業が具体的に取り組む内容を策定するものである。  



総務省に言われたから策定
するのではなく、自らの必
要性で策定すること。 
これだけです！

経営戦略策定の方向性とポイント（超簡単）

現状把握・分析・将来予測　当たり前
目標の設定、水準の合理化　当たり前
ギャップを埋めるの　当たり前
事後検証も　当たり前



矢巾町経営戦略のポイント

どこが経営主体であるべきか追及した

理念達成のための戦略広報

住民参加型評価とモニタリングの採用

自らの必要性で策定した経営
戦略は、次の４点がポイント
です！

今後の組織体制の維持の具体化



住  民

事務系職員

技術系職員

���	
�	�

�	�	
��	

�
����	

���	
���		
�

�	��
���

���	�

���	�

�	��
����

水道は出るのが当然

外部的要因

先立つ財源がない

内部的要因

納得いく水道システムを 
構築したい

内部的要因
経営戦略の 
必要性 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経営戦略で行うこと
諸計画とビジョン実現の
ためのシナリオを示すこ
とでそれらをつなぎ合わ
せる役割を担っている。
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経営戦略と水道事業ビジョンの関係



矢巾町経営戦略のポイント

どこが経営主体であるべきか追及した

理念達成のための戦略広報

住民参加型評価とモニタリングの採用

どこが経営主体で
あるべきか

今後の組織体制の維持の具体化



・投資計画及び財政計画を実行に移すために必要な運営体制について、官民連　携も選　  
択肢として検討を行う。
・検討に際しては、矢巾町の水道事業を取り巻く概況を中長期的に見通したうえで、現在の
管理体制について、その強みと弱みを整理する。
・将来の運営体制は、採算性（リスク評価）とガバナンスの観点から複数のケースを検討し、
経営形態を変更する必要性について整理を行う。

経営資源の整理・ヒト（運営体制／官民連携）



・公営主義 
・地方レベルの企業 
・多数の事業数 
・事業規模のバラツキ 
・直営形態 
・公的独占 
・内々格差 

・自然の循環の中の水 
・行政との一体性 
・規模の経済、サンクコストの存在 
・ネットワークの一体的調整の必要性 

出典：佐々木弘「わが国水道事業改革の方向性」『公営企業』398号、2002年5月を基に作成

水道事業が持つ制度的特徴 水道の事業特性

水道事業の制度的特徴と水道事業の特性



�$��

	�

��

��

	���

��

�$��

����

�
�
��

�"���

$� 	��

�!,���

����

#���(���*���
*��	
)��'&+%�

������


�����

水道事業の民間化の諸形態

出典:太田正『市場自由化と公益事業』１４０頁を基に作成した。
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矢巾町の業務執行体制



現在の体制＋DB



現在の体制＋第三者委託



現在の体制＋包括委託



現在の体制→ＰＦＩ（ＤＢＯ）



現在の体制→広域化



現在の体制→町出資会社



今後の体制の検討まとめ



今後の体制の検討まとめ



将来の運営体制の方向性（矢巾町の場合）
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職員＋コンサルＷＳ方式による水道
施設耐震化計画策定作業の様子

職員＋コンサルＷＳ方式による
水安全計画策定作業の様子

設定した目標を達成するために、新規の計
画策定や既存計画の精査等を行っている。
策定は職員のＷＳで行い、ファシリテーター
をコンサルが務める。

矢巾町上下水道課の計画策定の様子



矢巾町経営戦略のポイント

どこが経営主体であるべきか追及した

理念達成のための戦略広報

住民参加型評価とモニタリングの採用

今後の組織体制の維持の 
具体化

今後の組織体制の維持の具体化



現在は「ゼネラリスト（水道事業全般に対
して広範囲な知識・技術・経験を持つ職員
／例；計画全般）」と、「スペシャリスト
（特定分野に深い知識や優れた技術をもっ
た職員／例；浄水場の運転管理（非常時の
対応）」が、職員の役職も含めて適切に配
置されている状況といえる。ただし、経営
や技術に関して非常に精通したベテラン職
員に依存している面もあり、持続性の観点
から技術継承が急がれる。 

非常時にも水を安定供給することが前提と
なる水道事業において、非常時にとるべき
体制を将来に渡って維持し続ける。（ＢＣ
Ｐに示す体制の維持）

現状の体制

将来も維持するべき体制

組織体制



小規模事業体が求める技術継承は、５分野全てを満遍なくこなせる人材の育成である。 
これに対し大規模水道事業体が求める技術継承は、1つの分野を深く知っている人材の育成で
ある。 
出典：照井義秀「小規模水道事業における人材育成の一考察」平成22年度水道フォーラム

機械

機械

電気

行政

水質

土木

草食系 肉食系

継承するべき技術の特徴と見極め
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中小水道事業体で確立すべき職員像

プラスの面→全体像が把握できる。様々な場面に対応できる。

マイナスの面→やはり専門性に欠ける部分がある。

マルチタスクをこなす 
プロ職員

広域連携 
（水平補完）



ある日の矢巾町上下水道課の事務室の様子

矢巾町職員

横浜市水道局の職員



横浜市水道局・横浜W・矢巾町包括的連携協定

・効率的な水道事業に向けた技術に関すること 
・技術継承に関すること 
・効率的な水道事業経営に関すること 
・戦略的な広報に関すること 
・中小水道事業体への支援に関すること　など



あ
る
日
の
現
場
作
業
の
様
子

横
浜
市
水
道
局
・
矢
巾
町
上
下
水
道
課





クラウド技術を活用したアセットマネジメント

その場で状況判断を行い、適切に対処する経験と知
識をもった職員をそれぞれの現場班に配置する。

実現のための取り組み 
①長期在籍職員 
②人材育成 
③ＩＣＴの活用
④官・官・民連携

非常時の現場対応体制



矢巾町経営戦略のポイント

どこが経営主体であるべきか追及した

理念達成のための戦略広報

住民参加型評価とモニタリングの採用

理念達成のための広報戦略

今後の組織体制の維持の具体化



・ヒト・モノ・カネの各経営資源のバランスを図り持続的な経営を行っていく中で、現在の取
組状況を住民に広く公表することを念頭においたうえでの具体的な広報戦略を検討する。

経営資源の整理・情報（広報戦略）



平成２７年度 
水道イノベーション賞

＜大　賞＞

社会的ジレンマを乗り越えた 
  　　住民参加型水道ビジョン策定と 
　　　　　　    フューチャーデザイン
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内部要因・どう解決するか 外部要因・どう対応するか

経営戦略に広報戦略が必要な理由



矢巾町が住民参加に取り組んだ理由
水
道
は
あ
っ
て 
当
た
り
前
の

イ
ン
フ
ラ

関
心
が
な
い
存
在

通
常
時
は
意
識
さ
れ
な
い

耐
震
化
・
更
新
の
よ
う
な
効
果

が
見
え
な
い
政
策
は
理
解
さ
れ

に
く
い

水
道
料
金
の
値
上
げ
も
理
解

を
得
る
の
が
難
し
い

役
所
の
思
い
だ
け
で
は

ビ
ジ
ョ
ン
を
達
成
で
き
な
い

水
道
政
策
を
実
効
的
に
す
る

に
は
住
民
の
理
解
が
不
可
欠



現代はこんな時代
現代は広報の時代であり、 
パブリック・リレーションズ 

（PR）の時代である、とよく言われる。
 

（出典：井出嘉憲著『行政広報論』p１まえがき）
１９６７年８月 
第１刷発行 

５３年前の本



情報から見た事業体と住民との関係

事業体が知っている 事業体が知らない

住民が知っている
事業体も住民も知っ

ている 
【オープンな部分】

事業体は知らないが
住民は知っている 
【盲目な部分】

住民が知らない
事業体は知っている
が住民は知らない 
【隠れた部分】

どちらも知らない 
【未知な部分】



説得的コミュニケーションの成功イメージ

情報A

情報B

情報C

情報A 情報B 情報C

大成功

送り手の情報が上手く 
伝わった状態

送り手 受け手



説得的コミュニケーションの失敗イメージ

情報A

情報B

情報C

？？？ 情報BBB ？

知らせる　≒　伝わる 
（伝える）

送り手 受け手

情報BB 情報BBB

？



相手を無視した送り手の態度

難しい事を詳細に

関心のない事を膨大な量で

知りたいではなく、都合の良い知らせたい事

意味 
不明

読む気 
がしない

そもそも 
難しい

送り手 受け手

グラフと写真があれば 
判りやすいと勘違い

実施＝成果→行う事 
が目的になっている

手段が目的化 事業体のご都合主義



説得的コミュニケーションではなく…

情報A

情報B

情報C

？？？ 情報BBB ？

もはや「説得的コミュニケーション」ではなく  
　　　　　　　　「押し付けコミュニケーション」

送り手 受け手

情報BB 情報BBB

？



矢巾町経営戦略のポイント

どこが経営主体であるべきか追及した

理念達成のための戦略広報

住民参加型評価とモニタリングの採用

理念達成のための広報戦略

今後の組織体制の維持の具体化



「知らせる」で十分だった時代

維持管理・再構築の時代
普
及
拡
大
の
時
代

仕事に正解が 
あった時代

何も考えなくて
良かった時代



長期人口推計



市区町村別将来推計人口
平成32年の市区町村別人口 平成47年の市区町村別人口

出典：『日本の市区町村別将来推計人口』国立社会保障・人口問題研究所

平成17年＝100とした場合



減価償却費 支払利息 修繕費 人件費 その他
動力費 薬品費

水道事業のコスト構造

固定費　94.７％



令和2年の市区町村別人口指数と料金水準
人口減少の時代に入って1000世帯
の水道料金の現状の総額を維持しよ
うとした時の水道料金水準

人口が１／３減の666世帯になると
1000／666＝1．5　 

1．5倍

人口が２割減の800世帯になると
1000／800＝1．25　 

1．25倍

の地域は1．25倍の水準に
なってなければ・・・
の地域は1．5倍の水準に 
なってなければ・・・



人口減少の時代に入って1000世帯
の水道料金の現状の総額を維持しよ
うとした時の水道料金水準

人口が１／３減の666世帯になる
と1000／666＝１．5 

１．5倍　 

の地域は1５年後には1．5倍 
の水準になるかも・・・
の地域は1５年後には２倍の 
水準になるかも・・・

人口が１／２減の500世帯になると
1000／500＝２　 

2倍

令和１7年の市区町村別人口指数と料金水準



参加や合意形成が必要となる時代

維持管理・再構築の時代
普
及
拡
大
の
時
代

仕事に納得解が 
必要な時代



水道事業における住民参加論
市民ニーズ
の的確な把
握

地域的公
共課題の高
度化への対
応

個性かつ特
色ある地域
の創造

施策・事業
の優先順位
の明確化

行政や議会
の独善性防

止

アンケー
ト調査

審議会 
委員会

パブリッ
クコメント

タウンミー
ティング

市民会議

合意形成

参加が目的化

参加者の減少

参加者の固定化

まちづくり 
現場の状況



水道システムの発展と使用者意識

無水道

コミュニティ水道

公的水道 
量・質の基本サービスの保障

水道のありがた
さを知っている人

水道があって当
り前の時代の到来

水を得るために
アクションが必要

水作りのプロ化
目に見える目標は達成。
サービスでみてこれ以
上の拡大は困難

2000年の時点で水道普及後に生まれた 
人口が全人口の57％に達した。

連携を図りたい相手は、水
道を普段意識していないサ
イレントマジョリティ



アンケート調査を実施しようと思ったが…

作業仮説を立てる事が 
出来ない状況

住民との連携に
否定的

ニーズが多様化し
ていると思う

ニーズが高度化し
ていると思う

住民は無知だと決
めつける担当者

クレームが印象に
残りすぎている

一部の苦情を一般
化する担当者

住民のニーズを分かっているつもりだった
みんなのイメージや考えがバラバラだった



重層的な住民参加（矢巾町の双方向コミュニケーション）

パブリックコメント

アウトリーチ

アンケート

水道サポーター
水道サポーター

アウトリーチ

アンケート

パブリックコメント

相手が見える双方向 
コミュニケーション

相手が見えない双方向 
コミュニケーション

住民参加は関心のある少数派の意見が反映されやすく 
声なき多数派の意見が反映されにくい構造になってい
る。



重層的な住民参加（アウトリーチ）

パブリックコメント

アウトリーチ

アンケート

水道サポーター

住民が意向表明する機会
を拡充する

多様な行政需要を網羅的
に把握する

サイレントマジョリティー
の意見を把握する

ステークホルダーの意見
を把握する

積極的な関与を望む住民
を発掘する



アウトリーチで意識を把握

1000件の聞き取りを実施、うち954件 
の即時的なニーズを把握した。  
特徴→躊躇なく意見をいう。

机上で考えていても住民の
意識は把握できない。



何気なく使っている水道に対する意見の特徴

水道水は塩素臭い

水道料金が高い

もっと料金が安くな
らないの…

飲むのはスーパーの
イオン水

おいしくない

関心があるのは、蛇口
から出た水！ 

その手前はあまり意識さ
れていない。

当たり前と思われている
分、出てくる意見は批判
的なものが大半…

安全は当たり前



重層的な住民参加（水道サポーター）

パブリックコメント

アウトリーチ

アンケート

水道サポーター

直接参加の水道サポーター
は現在52名

毎月１回ワークショップ
を開催する

水道事業の諸問題を共有
する

今後、住民参加型の評価
を実施する

納得解、自分自信で考え
る集団、付かず離れず



水道サポーターワークショップ



社会的ジレンマの解消プロセス
浄水場見学フリートーク 利き水

個人の考えの発散 集団の中での議論 議論の体系化



収束技法で取りまとめ



社会的ジレンマの存在

水道料金の値下げを主張する 

　　水道の安全性やおいしさを求める
         最後まで残るのは 
           水道料金値下げ

共通

アウトリーチで把握したニーズ 水道サポーターの初回のニーズ



水道事業の社会的ジレンマ

水道料金は安い方が
良いと思う

必要な更新を行うた
めの料金改定ができ

ない

水道にリスクを抱え
てしまう。再構築の
際、負担増となる

水道に関心があり、
適正な水準の水道料
金が必要だと思う

必要な更新を行うた
めの料金改定ができ

る

安全・安心・安定な
水道が持続的になる

　非協力行動

⚪必要な更新が行える

全員がそう考えて行動した場合 公共の利益が追求された結果

全員がそう考えて行動した場合 個人の利益が追求された結果

⚪必要な更新が行えない

　協力行動



水道事業の社会的ジレンマ

水道料金は安い方が
良いと思う

必要な更新を行うた
めの料金改定ができ

ない

水道にリスクを抱え
てしまう。再構築の
際、負担増となる

　非協力行動
全員がそう考えて行動した場合 個人の利益が追求された結果

⚪必要な更新が行えない

だまっていたら、いつまでたっても非協力行動のまま
こんな状態まで放置するなんて…だから役所は信用
できない（怒）

改善するためには、経費の削減が先でしょ…

突然そんな事言われても…料金が高くなるのは絶対
に反対！まず、役所のリストラが先でしょ…



「合意形成」

実はたくさん失敗している
失敗は挑戦したからできた事
失敗してはじめて知る事が多かった



社会的ジレンマの解消プロセス
浄水場見学フリートーク 利き水

個人の考えの発散 集団の中での議論 議論の体系化



説明の仕方を見直した施設見学



社会的ジレンマの解消プロセス
浄水場見学フリートーク 利き水

個人の考えの発散 集団の中での議論 議論の体系化



利き水で気付き



社会的ジレンマの解消プロセス
浄水場見学フリートーク 利き水

個人の考えの発散 集団の中での議論 議論の体系化



知る・学ぶ・楽しくなる
事業体が提供するデータに加え、今までの意
見を振り返る自分専用のノートを作った 

職員もワークショプの中では、対等の関係に
なる。共に学び共に成長した。事業者がわか
らなかった住民のニーズを知ることができた

水道の事を良く知らなかった住民も自分専用
ノートで知識を蓄えていった



社会的ジレンマの解消プロセス
浄水場見学フリートーク 利き水

個人の考えの発散 集団の中での議論 議論の体系化



ファシリテーショングラフィック
ファシリテーショングラフィックの手法を
活用して議論を可視化した。付箋用紙に書き
入れ、それをまとめる作業と異なり、瞬時に
自分の意見を体系的に把握できた。限られた
時間で行うワークショップではとても有効な
手段だった。

何回もワークショップを積み重ねた結果、水
道に対する知識がほとんどなかった参加者も
自分なりの意見を持つようになり、みんなの
前で発表できるまでになっていた。



リスクコミュニケーションとは

リスク情報A＋ベネフィット情報A

リスク情報A＋ベネフィット情報A 
に対する受け手側の情報提供や意見

-X

＋X

情報の受け手を本当は
＋Xという態度にしたい

互譲 社会的受容

（＋X）で 
合意形成  （＋X）

とっても民主的な取り組みです



アセットマネジメント＆リスクコミュニケーション

【重要】素案・代替案の提示



住民とアセットマネジメントを考えた

65��
�
��	
�	��
545,000��

550��
	
�	
���
147,000��
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15�	
��
��	��
143,000��

����	
�
61,000��

とりあえず何
もしないで壊れたら
たら考えますか？

買い替え積み立
てしてますか？

壊れたら買い替
えますか？

壊れる前に買い
ますか？



アセットマネジメント＆リスクコミュニケーション

水源

 
浄水施設

水道施設は、もともと水のリスク（当初は病原菌）が最終需要者に到達
しないための装置

浄水池

配水池

配水池

どんな
リスクを受け
入れるか

リスク回避機
能、取水停止

リスク削減機
能、水圧進入
防止

リスク削減機
能、浄水処理

リスク削減機
能、余力・冗
冗長性

リスク削減機
能、余力・冗
冗長性

壊れたら水道
が止まってし
まう施設・装
置の洗い出し

壊れてから
直しても致命
的にならない
施設・装置の
洗い出し

いつまで使
うかではなく
「いつまで使
うための工夫」
を考える

将来の予測
に基づく、規
模の縮小、施
設統合などの
検討



住民とアセットマネジメントを考えた

予防保全

事後保全

ダウンサイジング

長寿命化

財政収支の検討

壊れる前に買
い替える

サイズを小
さくする

買い替え積
立てをする

長く使う工
夫をする

壊れたら買
い替える

壊れたら水道が止まっ
てしまう施設・装置の洗

い出し

壊れてから直しても致
命的にならない施設・装

置の洗い出し

将来の予測に基づく、
規模の縮小、施設統合の

検討

いつまで使えるではな
く「いつまで使うための
工夫」を考える

絵に描いたもちになあ
ないように裏付けをしっ

かりする



浄水場は理解されるが水道管は…

写真提供：日本ダクタイル鉄管協会 

住民最初の反応は、事後保全
を選択する。布設当時の状態
で使われていると思ってる。



アセットマネジメント＆リスクコミュニケーション

実際を知るとこのような
意見になります



社会的ジレンマの解消プロセス
浄水場見学フリートーク 利き水

個人の考えの発散 集団の中での議論 議論の体系化



水道サポーターワークショップ



水道料金値上げを提案してきたサポーター

知　識 信　頼 道徳意識

協力行動に変容する要因

非協力行動をとる住民 協力行動をとる住民

水道に関する具体的
な情報を知る事ができ

たから

水道に関する知識を得
たから

上下水道課が信頼でき
たから

変容

水道料金の値上げ必
要ですよね！

Dawes Social dilemmas .Annual Review of Psychology.31



「知らせる」から「参加」そして「合意形成」へ

知らせる

知識

信頼

道徳意識

合意形成参加

総論賛成・各論反対 
　　　　解消のプロセス

非協力行動をとる住民 協力行動をとる住民



一般住民に聞きました
東日本大震では、多くの 
自治体で長期間にわたって 
断水が発生しました。地震 
の対策として施設の耐震化 
は必要だと思いますか？

調査対象500名　　必要458名 
　　　　　　　　　不要  42名

賛成　91.6％



一般住民に聞きました

耐震化には多額の費用が 
必要になりますがそのた 
めに料金値上げは必要だ 
と思いますか？

調査対象500名　　　　　　賛成　　　　　　　　　    3名 
　　　　　　　　　　　　　どちらかと言えば賛成　  53名 
　　　　　　　　　　　　　どちらかと言えば反対　219名 
　　　　　　　　　　　　　反対　                        225名

反対　88.８％



サポーターのみなさんに聞きました

東日本大震では、多くの 
自治体で長期間にわたって 
断水が発生しました。地震 
の対策として施設の耐震化 
は必要だと思いますか？

調査対象２0名　　必要2０名 
　　　　　　　　　不要  ０名

賛成　100％



サポーターのみなさんに聞きました

耐震化には多額の費用が 
必要になりますがそのた 
めに料金値上げは必要だ 
と思いますか？

調査対象２0名　　　　　　 賛成　　　　　　　　　    3名 
　　　　　　　　　　　　　どちらかと言えば賛成　  16名 
　　　　　　　　　　　　　どちらかと言えば反対　　 1名 
　　　　　　　　　　　　　反対　                            0名

賛成　95.０％



矢巾町水道事業戦略広報

既存コンテンツを活用した 
コミュニケーション

アウトリーチ

プラーヌンクスツェレ

水道サポーター

水道事業を意識した住民

水道事業の理解者となった住民

主体的活動をする個人

所有者意識をもつ住民

主体的活動をする団体

リスクコミュニケーション

合
意
形
成
の
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

住
民
参
加
に
つ
な
げ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

納得解
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広報やはば掲載（毎月１項目）



「オヤ、これは何だろう？」と思わせる広報媒体



マンガ水道ビジョン全戸配布





水道！何これ珍百景（LAWSON編）



パブリシティの実施
パブリシティとは

簡単に言うと、マスコミに
対して積極的に情報提供を
し、報道されるよう働きか
ける取り組み。
認知されや
すくなる

多くの住民
が読む



大人の社会科見学

浄水場

給食センター

処理場（集排）

ゴミ処理場

水道を意識していな
い人を巻き込む



プラーヌンクスツェレ

水道界初の試み 
必要な条件①やる気 
必要な条件②必要性の理解 
必要な条件③上司の理解



「無作為抽出で選ばれ、限られた期間、
有償で日々の労働から解放され、進行
役のアシストを受けつつ、事前に与え
られた解決可能な計画に関する課題に
取り組む市民グループ

平成26年８月24日開催 
 
矢巾町の人口構成にならっ
て各世代から無作為抽出
した500名に案内状を送
付、先着50名を受付 

案内状発送から２日半で
定員に達した。締め切り
後の申込数41件

プラーヌンクスツェレの定義 
ディーネルが考案した市民参加の仕組み

出典：篠藤明徳『まちづくりと新しい市民参加』イマジン出版、2006年

矢巾町水道事業WS（有償で議論）



水道事業ワークショップ参加者
１９歳以下 20～29歳 30～39歳 40 ～49歳
50～59歳 60～69歳 70 ～79歳 80歳以上

１ 男　 　20
２ 女　 　35

1 19歳以下　 ２
２ 20～29歳　９
３ 30～39歳　８
４ 40～49歳　11 ８  80歳以上　  １

7  70～79歳　 ３
6  60～69歳　11
5  50～59歳　10



水道事業ワークショップ参加動機

5000円がもらえるから
案内状が届いたから
水道に興味があったから
日曜日の開催だったから

17

５
４

29

今日のワークショップに参加した主な理由を教えてください



CAUSEモデルでWSを進行
①関係者間の信頼確立　Credibility 
フリートーク、利き水
②リスクへの気づき　Awareness 
映像資料視聴→ブレスト→映像資料視聴→ブレスト
③リスクに関する理解　Understanding 
上下水道課プレゼン
④解決策の理解　Solution 
映像資料視聴・プレゼン内容→ブレスト
⑤対処行動の実行　Enactment 
映像資料視聴・プレゼン内容→ブレスト



水道事業ワークショップ前の意識
フリートーク

利き水

水道に関する苦情等を中心に
フリートーク「何でもあり」 
感想→ここが１番緊張する。

そしてつらい。

利き水は楽しくゲーム感覚で楽
しんでもらう。 

感想→ファシリテーターと参加
者の距離を縮める機会だった。



安全性（当初）

水道料金（当初）

水道に対する意識（当初）

関係者間の信頼確立（フリートーク＆利き水の結果）



リスクへの気づき→ブレスト→映像資料→ブレスト
リスクへに関する理解→上下水道課プレゼン

老朽化が進む水道→「古くなって故障
がよく起こるようになった水道」→「電
化製品とおなじように寿命があること

を気づかせる」

水道を維持できない→「安全な水が作
れない」→「安心して飲めない水道を考

えてもらう」

水道サービスの受益者はみなんさん→
「水道はみんなのための施設」→「水
道は誰のための施設なのか考えてもらう」

更新財源が不足している→「水道を作り
直すお金がない」→「お金がない事を

考えてもらう」

１



リスクへの気づき→ブレスト→映像資料→ブレスト
リスクへに関する理解→上下水道課プレゼン

進まない更新→「買い替え・作り変え
ができない」→「このまま放置したら

どうなるのか考えてみる」

高度経済成長期に整備された水道→「作
り直す水道がたくさんある」→「お金
がない」→「安全な水が作れない」→
「安心して飲めない水道を考えてもらう」

水道サービスの受益者はみなんさん→
「水道を使いたい人が一気に増えそれに
合わせて作られた水道」→「人口減少
社会となり、その逆を考えてもらう」

水道料金の値上げ→「値上げに反対か
賛成かこれまでの議論を踏まえ考えても
らう」→「反対だっら水道の今後につ

いて考えてもらう」

２



リスクへの気づき→ブレスト→映像資料→ブレスト
リスクへに関する理解→上下水道課プレゼン

水道に対する意識（認識）

水道に対する意識（認識）

水道に対する意識（認識）



リスクへの気づき→ブレスト→映像資料→ブレスト
リスクへに関する理解→上下水道課プレゼン

水道料金（後）

水道に対する意識（後）
安全性（後）

一歩進んだ意見



１安全・災害に強いこと 
２安全・おいしさ 
３安全・水道料金が安いこと 
４安全・古い水道を入れかえること 
５おいしさ・災害に強いこと

水道事業ワークショップ前後の意識変化

１安全・災害に強いこと 
２安全・おいしさ 
３安全・古い水道を入れかえること 
４安全・水道料金が安いこと 
５おいしさ・水道料金が安いこと 
５おいしさ・古い水道を入れかえること 
５災害に強いこと・古い水道を入れかえること 



水道事業ワークショップ前後の意識変化
水道事業がどのような環境に置かれているのかを知ることができましたか

知ることができた
なんとなく知ることができた
あまり知ることができなかった
知ることができなかった
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水道事業ワークショップ前後の意識変化

知らない 知っている 見ようと思う
時々見ようと思う
あまり見る気にならない
見ない

水道事業キャラクター「じゃじゃっと君」
を知っていますか

これから水道の広報を見ようと感じ
ましたか
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地域で支える 
水道事業

経営戦略に戦略広報を入れた理由



平成26年度矢巾町水道事業損益計算書抜粋

営業収益　　　　595,385,661円 
営業費用　　　　376,660,085円 
営業利益　　　　218,725,576円 
 
営業外収益　 　　 44,141,650円 
営業外費用　 　　 58,618,981円 
経常利益　  　　 204,248,245円 
当年度純利益　　204,248,245円 
 



矢巾町経営戦略のポイント

どこが経営主体であるべきか追及した

理念達成のための戦略広報

住民参加型評価とモニタリングの採用

当たり前ですがアセットマネ
ジメントは重要です。

今後の組織体制の維持の具体化



・持続可能な事業として施設整備を計画的に実施していくために、短期的な視点で掲げた整備方針
を網羅した中長期的な視点で将来像を描き、整備を行う。
・短期的な視点からは、将来の水需要が増加傾向で推移するため、安定給水を行うために需要に見
合う一定規模の施設投資を行う。（Ｈ27年度～Ｈ35年度）
・中長期的な視点からは、投資の主要な事業でもあり、将来渡って更新需要の大部分を占める管路
の更新について、更新優先順位を設定して計画的に事業を行う。（Ｈ27年度～Ｈ66年度）

経営資源の整理・モノ（施設整備／投資計画）
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ＡMア手引きの構成要素と実践サイクル



アセットマネジメント対象資産はARマーカーで管理



アセットマネジメント対象資産はARマーカーで管理



ミクロマネジメント（個別の資産管理）



ミクロマネジメント（月タイムライン）



ミクロマネジメント（日タイムライン）



水道技術者歴７年 
鎌田さん 
＠矢巾町 

技術者歴４０年 
藤原さん 
＠富士電業社 

あんまりほっとくと 
ポンプだめになるぞ 取水量も 

減っている 

受水槽に砂が 
噛むようになった 

対策は 
どうしたらいい？？ 出力変えても 

変わらなかった… 

ポンプの 
据え付け方が悪いか？ 軸が悪くなる？ 

接合部に傷がつく？？ ポンプ変えてから 
異音がする 

変な音の 
原因は砂だ 

受水槽の砂は 
取水井から上がってるな 

減っているのは●号取水井 
だということまではわかったけど・・・ 

タイムラインの画面と写真を見ながら、現場ではなく事務所で協議。 
この時は、隣の雫石町の技術者も同席。 
SFSのタイムライン情報を業者と共有できることで、現場の様子が
伝わりやすく、 
ちょっとした時間で、いつでもどこでもも技術的なコミュニケー
ションが取れる。 

インペラがいかれる 

ミクロマネジメントでできていること（２）



矢巾町経営戦略のポイント

どこが経営主体であるべきか追及した

理念達成のための戦略広報

住民参加型評価とモニタリングの採用

自らの必要性で策定した経営
戦略は、次の４点がポイント
です！ここは、当たり前の
ところです。

今後の組織体制の維持の具体化



・短期的な視点から財政収支見通し（財政シミュレーション）を実施し、以下の２点を基本条
件として将来の財政状況を見通す。
　　→水道水をお届けするための費用は料金収入で賄う（収益的収支において欠損金（赤字）
　　　が生じないこと）
　　→事業運営のために最低限必要な金額は確保する
・投資計画との均衡を図りつつ、健全経営の実現に必要な方法を検討する。財源の確保手段（料
金改定や企業債発行、受益者負担金等）について方針を整理する。
・将来の料金体系案は、「矢巾町水道料金算定要領」に基づく。

経営資源の整理・カネ（財政計画／料金体系）



矢巾町経営戦略のポイント

どこが経営主体であるべきか追及した

理念達成のための戦略広報

住民参加型評価とモニタリングの採用

住民参加型評価とモニタリン
グの実施

今後の組織体制の維持の具体化



・事業方針及び当該方針に基づく各種の取り組み状況を公表したうえで、ステークホルダー
である住民が評価することを目的とする。
・モニタリングする成果指標（めざそう値）を抽出し、PDCAサイクルの実現に資する。
・指標は、可能な限りその効果が職員や住民にとって分かりやすいものであることが重要
である。

経営資源の整理・モニタリング（めざそう値）



基本理念の「大好き!水」の実現を実現するための取り組みの「モニタリング」結果
は住民とのリスクコミュニケーション及び情報共有を図って公表し、その際、モニ
タリングは町単独で実施するのではなく、定期的に水道サポーターワークショップ
を通じた公表や、学識経験者を交えた検討会において進捗状況の管理を行う体制を
計画する。

モニタリング実施体制



経営戦略を基本に安定給水及び
健全経営を持続するが、各種の
取り組みについてはPDCAサイ
クルを回して継続的に改善する
ことが重要である。

 
モニタリングは内部的な検討と
なって散漫な評価とならないよ
う、緊張感のある協議をする位
置づけとして「（仮称）矢巾町
経営戦略第三者委員会」を設置
し、客観的な専門家の評価も加
えることで、PDCAサイクルの
CheckからActionへ活用する。 

経営戦略見直しの実施
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こんなのばかり
です。 

�	�

�	�

すみません。わが
町の水道は、ボロ
ボロです。

ちゃんとやっ
ていると言ってた
ろ（怒）

首長は不都合な真実を知っているか

過去の事故例を見ると、 
問題が起きるとすぐに 
改善されている。→だったら最初から 
　　　　　　　　　やればいいのに 

首長は強大な権限と裏腹に 
大きな責任を負っている。



ご清聴ありがとうございました

連絡先 
E-mail　yoshioka@town.yahaba.iwate.jp 
TEL  019-611-2720（直通）


